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要旨 

本研究では、障害者の学校卒業後の生涯学習の場と

して、継続して支援の場を提供するための「キャリア

発達支援と馬関連産業を通した生涯学習支援に資する

学習プログラム」を開発することを目的とした。近年、

行動医学分野においてシングルケース実験デザイン

（SCED）を用いた解析が行われており、対象者の行動

変容を数値化し、客観的な達成度を評価する試みが行

われている。本研究では、発達障害のある社会人に対

する馬関連産業を通した生涯学習支援に資する学習プ

ログラムの効果を評価するため、シングルケース実験

デザインによるデータ解析を行ったところ、発達障害

のある社会人に対する学習プログラムの効果が示され

た。 

 

１．はじめに 

障害のある児童生徒等は特別（総合）支援学校によ

り学習の機会を与えられているものの、学校卒業後の

自立と社会参加の機会が未だに十分でないことが問題

となっている。このため、学校卒業後の障害者の社会

参加および活躍を推進するため、都道府県を中心とし

た地域コンソーシアム形成による持続可能な生涯学習

支援体制を構築し、大学機関を主体とした生涯学習プ

ログラムを開発ならびに多様な学び場の拡充が求めら

れている。 

一方、今日では社会のストレスが強まり、日常生活

におけるメンタルヘルスが大きな問題となっている。

馬との触れ合いには、癒しの効果の他にも障害者の機

能を改善する効果が知られており、馬は障害者乗馬や

馬セラピーなどに広く利用されている(Sharon and 

Gretchen, 2016, 坪，2011，松澤・續木，2023)。山口

大学では、馬との触れ合いによるホースセラピーのノ

ウハウを保有しており、２０２１年（令和３年）４月よ

り教育学部付属特別支援学校（障害者）の生徒を対象

に、機能改善を目的としたホースアシステッドセラピ

ー教室を実施している。 

そこで、本研究は、障害者の学校卒業後の生涯学習

の場として、継続して支援の場を提供するための「キ

ャリア発達支援と馬関連産業を通した生涯学習支援に

資する学習プログラム」を開発することを目的として

いる。 

 

２．材料と方法 

2.1. 学習プログラム開発内容 

学校卒業後の障害者の学びのためのキャリア発達支

援と馬関連産業を通した生涯学習支援に資するプログ

ラムを開発するために、学校卒業後の青年期障害者を

対象にした以下の①～③の学習プログラムを開発した。 

① 障害者成人用学習プログラム：馬予防医学のオ

ンデマンド学習（30分×60項目:30時間）(図

１) 

② 障害者乗馬・ホースセラピー・ナチュラル・ホ

ースマンシップ実習（１時間×80日:80時間）

(図２) 

③ 馬関連産業就業体験（５時間×２日:10時間） 

 

2.2. 学校卒業後の青年期障害者の学習プログラムの

評価方法 
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学校卒業後の青年期障害者の学習プログラムを評価

するために社会福祉法人X事業所（就労継続支援A型）

において馬の管理者として雇用された社会人６名（成

年）を対象に、ホースセラピー教室で使用されている

馬 12 頭の飼養管理を実地で学習するとともに疾病管

理に関する学習教材（オンデマンド学習、10分×45項

目、３項目/週、15週間）の学習効果を 15項目からな

る観察項目について週１回の間隔で記録した(表１)。

また、シングルケース実験デザインによるデータ解析

を行い、効果指標 PND(Percentage of Nonoverlap 

Data)により評価した(古川，2020，山田，2020，竹林，

2021，Scruggsほか,1987)。 

図 1  障害者青年期用学習プログラム 
    Moodle を用いたオンデマンド学習 
 

図 2  ホースセラピー教室の馬の飼養管理方法 
    左：馬手入れ（ブラッシング）の様子 
    右：馬房内清掃作業の様子 
 

３．成績 

 シングルケース実験デザインによるデータ解析では、

初回から３回目までの初回面談、施設見学などのベー

スラインフェイズでは、指標得点（response）は最高４

ならびに最低０であった(図３)。介入フェイズに移行

してから、指標得点は徐々に増加し、最終 16回目には

最高 13ならびに最低 11と高値を示した。効果指標 PND

による達成率は 83.3％が１名，91.6％が１名，100％が

４名であり、６名中５名に非常に大きな変化（とても

効果的）が観察され、学校卒業後の青年期障害者の学

習プログラムの有効性が示された。 

 
 
 
 
 

表１ 観察項目 

図 3  学習プログラムにおける介入効果 

 

４．考察 

本研究では発達障害のある青年期障害者に対して馬

関連産業を通した生涯学習支援に資する学習プログラ

ムによる行動変容の効果を評価した。評価項目として

一般に自発的に行動変容が生じる際に観察される行動

指標を参考に 15 項目抽出し、観察項目とした(Smith, 

2012)。観察項目のうち、項目１～５は動物に対する行

動、項目６～10はスタッフに対する行動、項目 11～15

は動物管理に関する行動を観察している。一般に、行

動医学分野の対象群を設定しない症例報告では、従属

変数（Y）に影響を及ぼす独立変数（X）を特定するため

の研究デザインはシングルケース実験デザイン

（Single Case Experimental Design : SCED）として

患者中心のアウトカム研究が用いられている(古川，

2020，Smith, 2012, Shafferほか 2018)。シングルケ

ース実験デザインでは、ベースラインフェイズと介入

フェイズのデータをグラフ化し、基準変更線の左右で

データの差異を視覚的に判断する方法(目視分析)が用

いられ、目視分析の判断基準が提唱されている 

各線は対象者の観察項目の合計（RESPONSE）の推移
を示す。初回から 3 回目までをベースラインフェイ
ズ（Baseline phase）とし、介入セッションを開始
した 4回目から介入フェイズ（Intervention phase）
とした。Session3と 4間に基準変更線がある。 
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(Shafferほか, 2018)。また、その効果指標である PND

は、介入フェイズのデータポイント数のうち、ベース

ラインフェイズと重複しないデータポイントの割合に

よって効果を示す指標であり、効果の判断基準が示さ

れている(山田，2020，Scruggsほか, 1987)。 

本研究では、発達障害のある社会人に対する学習プロ

グラムの効果が示されたが、介入早期に効果が現れた

ケースとそうでないケースがみられた。介入早期に効

果が表れた社会人は、比較的好奇心旺盛な社会人であ

ったのに対し、介入後効果が表れるまでに時間を要し

た社会人は周囲の環境に慣れるまで時間を要したもの

と推察された。また、本研究のホースセラピー実習で

は、参加者に多くの行動変容が見られたが、最終的に

馬を介して対人コミュニケーション能力の向上が見ら

れた。これは馬を介した心の癒し効果が、自然と精神

的な安定をもたらし、他者との接触のハードルの閾値

を下げていると推察された。馬は人との距離を知って

いる動物とも言われ (坪, 2011)、対人コミュニケーシ

ョンの苦手な人間においても、近寄らなければならな

いという負担感を与えることが少ないと考えられた。 

 
５．まとめ 

本研究では、発達障害のある社会人に対する学習プ

ログラムの効果が示された。今後は障害の程度を問わ

ず、セラピーを必要とするすべての人々に届けられる

よう活動を広げていきたいと考えている。 
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